
シンポジウム －建物内での日常事故を防ぐ設計・管理－ 

 

開催日時： 平成22年 2月 18日（木）13:30～16:30 

会  場： 大阪府建築健保会館 ６階ホール（大阪市中央区） 

参加者数： 93名 

主  催：国土技術政策総合研究所（以下、国総研）  

後  援：財団法人 日本建築防災協会  

事 務 局：LLP 人間環境デザイン研究所 

 

＜趣旨＞ 

 社会の高齢化を反映し、廊下で転倒する、階段から転落するなど、日常生活における建物内

での事故（日常事故）が多発している。国総研では、特に非住宅の建物内で、建物利用者の普

段の生活や行動において発生した事故を対象として、それらの安全対策技術の開発を目標とし

て、H18 年度よりプロジェクト研究として検討を進めてきた 1)。その成果の一部として、日常

事故事例や対策、関連情報等をまとめた「建物事故予防ナレッジベース」2)を、H21年 8月より

Web上で公開している。 

 本シンポジウムは、研究プロジェクトの成果及び「建物事故予防ナレッジベース」の普及を

目的として、建築設計者や建物管理者が留意するべき事故や安全対策の考え方について、有識

者専門家から実例を交えた講演と、関係者によるパネルディスカッションにより、それぞれの

立場から事故を予防するための方策について議論により、日常事故防止について広く啓発する

ために実施したものである。 

 

＜プログラム＞ 

１．開会挨拶：国総研 

２．主旨説明：国総研 

３．基調講演：東京理科大学教授 直井英雄 

４．安全・安心な建築デザイン：大阪工業大学教授 吉村英祐 

５．建物事故をめぐる法的責任のあり方と裁判判例の傾向：佐藤貴美法律事務所 佐藤貴美 

６．建物事故予防ナレッジベースについて：国総研 

７．関係者によるパネルディスカッション 

 パネリスト：直井英雄（前掲）、吉村英祐（前掲；パネルディスカッション進行）、佐藤貴美

（前掲）、柳川陽文（株式会社 小河建築設計事務所）、佃敏晴（社団法人 大阪

ビルメンテナンス協会）、入谷啓一（阪急阪神ビルマネジメント株式会社）、滑

川秀明（大阪府住宅まちづくり部建築指導室）、高見真二（国総研） 

シンポジウム開催報告  建築研究部 高見、小野 



＜概況＞ 

聴講者としては、東京会場と同様、建築設計事務所、ハウスメーカー、ゼネコン、建材メー

カー、設備機器メーカー、不動産・建物管理業等、建築に関係する幅広い職種の方々に、お越

しいただいた。また関西圏の地方自治体、地方整備局の方々の参加も目立った。 

 パネルディスカッションでは、まず、パネリスト自身のお立場から、日常安全に対する考え

方や、取り組みについて述べていただいた。そこで、「建築基準法は最低基準であることを忘れ

ず、小さなヒヤリ・ハット事例も教訓としながら設計を行うことが大切である」、「管理者とし

て設計段階から関与するケースも多くあり、また商業施設などではオープン前に施設内を歩き

まわり、入念なチェックを行う」、「まず、労働災害を減少させることが日常事故減少につなが

る」等のお話が伺えた。また、「建物事故予防ナレッジベース」に関する意見や活用方策につい

ても議論された。最後に会場からの質疑応答も行い、活発な意見交換が行われ、シンポジウム

は無事終了した。 

 なお、この時の様子は、「建物事故予防ナレッジベース」で記事としての掲載を予定している。 

 

＜パネルディスカッションの様子（左）及び 会場の風景（右）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) プロジェクト研究：建築空間におけるユーザー生活行動の安全確保のための評価・対策技

術に関する研究（H18－H20） 

2) 建物事故予防ナレッジベース： 

http://www.tatemonojikoyobo.nilim. go.jp/kjkb/index.html 

 

 

 


